祇園小学校　校訓制定式「校長あいさつ」

　秋の訪れを感じるこの佳き日に、ご来賓の皆様、保護者の皆様ご臨席のもと、校訓制定式が行われますことを、心から感謝申し上げます。

さて、児童の皆さん、「校訓」って聞き慣れない言葉だと思いますが、先ほど河野委員長さんは、「校訓は、地域や保護者の皆様、学校の先生方が、皆さんに寄せる希望と期待」とおっしゃいました。児童代表の人は、「校訓とは、常に心の中にあるもの」と話してくれました。
校訓は、校歌や校章と同じように、これから学校のシンボルとして、永く、永く、祗園小学校に関わる人々が受け継いでいくものです。皆さんは、校訓ができたときに立ち会うことができて、ほんとうによかったですね。

　昨年度の卒業式の中で、私は「学校にも命や魂が宿っている」という話しをしました。祗園小学校としては今年度で十八周年ですが、前身の戸尾小学校も光園小学校も明治の時代に創立しました。明治、大正、昭和、平成と時を重ね、本日、令和の時代に校訓ができました。名前は代わりましたが、学校も長生きしてきました。人と同じように、命や魂があるような気がしています。

ここにある、校訓「高い理想、清い心、熱い想い」は、河野委員長さんがおっしゃったように校歌の歌詞にある言葉です。
ところで、校歌の作詞者は誰だと思いますか・・・？　作詞者は、河野左千子さんです。気づいた人もいるかもしれませんが、河野委員長さんのお子さんです。学校と同じように、祇園小学校に関わる人たちも同じように歴史と伝統があります。
[bookmark: _GoBack]これから「高い理想、清い心、熱い想い」という校訓を大切に受け継ぎ、歴史と伝統のあるものにしていきましょう。

　むすびになりますが、校訓を掲げた祇園小学校の発展を祈念し、私のあいさつといたします。

　
  令和元年十月十五日
  　　　　　佐世保市立祇園小学校
  　　　　　　　校長　中原　弘之
- 1 -

- 2 -

